
第５学年「只見の食と農」ＥＳＤストーリーマップ 

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 

      

＜学習テーマ＞ 只見町では，自然の豊かさを生かして，どのような生活を営んできたのだろう。 

≪社会≫「わたしたちの生活と食料生産 

～米づくりのさかんな地域～」○批○多  

・ 庄内と只見の米づくりに関係する共通点や相違点を見

つける。 

・ 米づくりの抱える様々な問題を捉え，今後の発展のた

めにどのような取り組みができるかを考える。 

≪なかよし活動≫○知  

・ 只見の川に親しみ，川 

のめぐみを実感する。 

≪国語≫「資料を生かして

考えたことを書こう」○多  

・ 資料から言葉や数字を正

しく引用し，それらをもと

に自分の考えを書く。 

≪学級活動≫ 

「放射能事故とこれから

の生活」○知  

・ 放射能から食の安全を

守るために，どのような

取り組みをしているか。 

≪理科≫「植物の発芽と成長」○つ  

・ 植物が大きく成長するためには，何が必

要かを，条件制御しながら調べる。 

重点 ＥＳＤでつけたい能力・態度 新学習指導要領における育成すべき資質・能力 

○ 批判的に考える力 

主に思考力・判断力・表現力に関わる力 
 未来を予測して計画を立てる力 

○ 多面的・総合的に考える力 

 コミュニケーションを行う力 

○ つながりを尊重する態度  

 他者と協力する態度 
主に学びに向かう力・人間性に関わる力 

 進んで参加する態度 

 学びの土台となる，学びや経験 知識・理解 

 

≪道徳≫ 

「植物とともに 牧野富太郎」 

・ 好きなことや興味のあるこ

とを追究し，心理を求めよう

とする意欲を高める。 

「美徳を守る人」 

・ 先人達が大切にしてきた美

徳に気づき，そのすばらしさ

について理解を深め，日本人

に受け継がれている精神的価

値を生活の中に生かしていこ

うとする態度を養う 

≪道徳≫ 

「植物とともに 牧野富太

郎」○進  

・ 好きなことや興味のあるこ

とを追究し，心理を求めよう

とする意欲を高める。 

「美徳を守る人」○つ  

・ 先人達が大切にしてきた美

徳に気づき，そのすばらしさ

について理解を深め，日本人

に受け継がれている精神的価

値を生活の中に生かしていこ

うとする。 

○ 調べたい産物ごとにグループに分かれ，な

ぜ只見町でその産物が盛んに生産されている

（食べられている）のかを調べる。○批○多  

＜米＞ 藁谷友活（８４−２７０９） 

・ 米づくりを体験してみたい。→田植え体験 

・ 農家の人に，米づくりの工夫について聞いてみよう。 

・ JA の人に，只見の米がどこに流通しているか聞きたい。 

＜マトン＞ 目⿊⾷⾁店（８４−２２４６） 

 ・ 只見で羊を育てていないのに，なぜマトンが食べられてい

るのだろう。マトンを売っているお店に行ってみよう。 

 ・ マトンはどこから手に入れているのかな。 

＜イワナ＞ 町下養魚場 小沼のぶたか（８２−３７６３） 

 ・ 昔から川で捕られていたのかな 

 ・ イワナの里のたくさんのイワナは捕ってくるのかな。 

 ・ イワナを育てているところがあるよ。行ってみよう。 

○ 只見町における，それぞれの産物の生産について，これからの

課題を調べたり，考えたりする。○多○つ  

＜米＞ 

 ・ 社会科で，農家が高齢化し，後を継ぐ人も少なくなっていると言っていたよ。只見

町の米づくりは大丈夫かな。 

 ・ 社会科の学習では，米を消費することが，今後の農業のために大切だと学習したよ。

農産物を消費する方法はないかな？昔の人は，とれた農産物をどうしていたのかな？ 

 ・ 農家の人の話では，水利権が米づくりに大きく関係していると行っていたよ。只見

町は，水力発電も盛んだけれど，水の権利はどうすればいいのかな。 

＜マトン＞ 

 ・ ダム造りの頃は，マトンを売る店がたくさんあったそうだけれど，どんどん少なく

なっているよ。 

 ・ マトンを地域興しにしようとしている人たちがいるんだね。 

＜イワナ＞ 

 ・ 養魚場があるなんて知らなかった。なぜ，養魚場があるのかなあ。只見のイワナは，

少なくなってきているのかなあ。 

 ・ イワナの住めるきれいな川を守っていかなくてはならない。取り組みは 

何かしているのかな。 

○ 只見町の産業について

調べたことを発信する。○コ  

・ 只見の産業を守っていくために

は，たくさんの人に知ってもらお

う！ 

・ おいしい農産物を多くの人に伝

えたい！パンフレットを作ろう。 

 

◎ 課題設定２につなげる。

○つ○進  

 ・ 収穫した米（稲刈り体験）や調べ

た農産物を使って，郷土料理を作

ってみたい。 

 ・ 郷土料理だけではなくて，自分

たちで，新しく料理を考えて，広

めてはどうだろうか。 

 

≪社会≫「わたしたちの国土」○多  

・ 国土の地形や気候の特色と只見町の地形や

気候の特色を比較する。 

・ 標高や気候の違いによって，暮らしを工夫

していることに気づき，只見町では，どんな

暮らしの工夫をしているか考える。 

○ ４年生までの学習を想起し，只見町では，

自然の豊かさを生かし，どのような産業を行

い生活しているかを話し合う。○未○進  

・ ４年生では，只見町の豊かな自然を守ることを考えてきた

よ。自然との共生がユネスコ・エコパークの考えだったね。 

・ 只見の人たちは，豊かな自然を生かしてどんな 

生活を送ってきたのかな。 

・ 只見町で作られている農産物や地場産物を調べ 

て，たくさんの人に知ってもらいたいな。 

 

○ 調べたい産物ごとにグループに分かれ，疑

問や願いから課題を設定する。○批○他  

・ 只見のおいしい米のことを，みんなに知ってもらおう。 

・ 焼き肉と言ったらマトン！なぜ只見の焼き肉はマトンな

のだろうか。 

・ 町の魚にもなっているイワナについて調べてみたい。 

 

※ これまでの実践から予想される児童の反応例 

教科と総合の関連の視点 

（吹き出しの色にて分類） 

≪国語≫「新聞記事を読み

比べよう」○多  

・ 新聞記事を読み比べ，表

現の違いから，筆者の意図

を捉える。     海洋教育との関連 



第５学年「只見の食と農」ＥＳＤストーリーマップ 
１０月 １１月 １２月 １ 月 ２ 月 ３ 月 

      

 

≪社会≫「わたしたちの生活と工

業生産」○つ○多○未  

・ 日本の工業における取り組みにつ

いて，情報を分類し，まとめる。 

・ 自分たちの生活と日本の工業との

関わりを考え，これからの工業生産

について考える。 

≪国語≫ 

「伝えよう委員会活動」○コ  

・ 経験をふり返り，必要な情報

を整理して活動報告を書く。 

・ 分かりやすいリーフレットの

構成を考えて書く。 

≪総合≫ 

「只見の四季を実感しよう

（雪祭り雪像作り）」○つ  

・ 雪像作りを通して，只見

町の催しに関わる。 

・ 「只見ふるさとの雪祭

り」の場を生かして，学習

の発信を行う。 

≪道徳≫ 

「わたしはひろがる」○進  

・ よりよく生きようとする

人間の良さに気づき，人間

として生きる喜びを感じる

ことのできる生き方をしよ

うとする。 

「もう一つの塔」○つ  

・ 日本に伝わる伝統や文

化，それを守ろうとする人

の生き方を知ることで，我

が国や郷土の伝統や文化を

受け継ぎ，大切にしようと

する。 

＜目指す児童像＞ 
 

「只見の食と農」につ

いて，既知との相違点や

共通点，自分とのつなが

りなどから課題意識をも

ち，他の地域と比較した

り，自然の豊かさと関係

付けたりしながら課題を

追究し，まとめたことや

自分の考え，思いを，相手

意識をもって広く発信

し，課題解決に向けて自

らも行動できる子ども 

 

≪算数≫ 

「百分率とグラフ」○知  

・ 百分率を表すグラフを読

み取る。 

・ 百分率を求め，グラフに

表す。 

重点 ＥＳＤでつけたい能力・態度 新学習指導要領における育成すべき資質・能力 

○ ①批判的に考える力 

主に思考力・判断力・表現力に関わる力 
 ②未来を予測して計画を立てる力 

○ ③多面的・総合的に考える力 

 ④コミュニケーションを行う力 

○ ⑥つながりを尊重する力  

 ⑤他者と協力する力 
主に学びに向かう力・人間性に関わる力 

 ⑦進んで参加する力 

 学びの土台となる，学びや経験 知識・理解 

 

○ 只見町の農作物や特産物を使った創作料

理を考える。○批○コ  

・ 今までは，只見町の郷土料理を教えてもらいながら作

ったけれど，今度はそれを生かして，自分たちで農作物

や特産物を使った料理を考えてみたいなあ。 

・ 料理の得意な町の人にアドバイスをもらいながら，創

作料理を考えてみよう。 

・ 創作料理を只見の雪祭りで食べてもらえないだろうか。 

・ 只見の雪祭りで，自分たちの作った米でもちつきをし

て，みんなにおいしいもちを食べてもらいたい。 

 

○ 「只見ふるさとの雪祭り」や次年度の修学

旅行の時に配るリーフレットを作成す

る。○つ○進  

 ・ １年間の総合で学んだことを，国語の学習を生かしてリ

ーフレットにまとめよう。 

 ・ リーフレットをたくさんの人に読んでもらって，只見町

のよさを知ってほしいなあ。 

 ・ 育てた米を使って甘酒を作り，雪まつりで配ろう。 

 ・ 只見駅やダムなど，たくさん観光客が来る場所に置かせ

てもらおう。 

 ・ ６年生になったら修学旅行があるから，東京でも配れる

よ。東京の人も只見町のよさを知って，只見町に観光に来

てくれるといいなあ。 

≪家庭≫「食べて元気！ご

飯とみそ汁」○知  

・ 栄養素の体内での働きを知

り，伝統的な日常食であるご

飯とみそ汁を作る。 

≪国語≫「和の文化について調べよう」○多  

・ いろいろな本や資料を，目的を意識して読む。 

・ 伝えたい内容や目的に合わせて，資料を活用し

て説明する。 

○ 只見町に伝わる郷土料理や郷土料理に込められた願いについて調べる。○多○つ  

本名ムツ（８４−２７０９） 
只見町⾷育改善 

 ・ 只見町ガイドブックには，只見の郷土料理について詳しく載っているよ。 

 ・ 只見町の郷土料理に詳しい人に，どんな郷土料理があるか，その作り方や由来，願いは何かを聞いて

みよう。 

・ 只見町の郷土料理には，いろいろな由来があるということが分かったよ。 

 ・ 農産物を保存食にしたり，保存食を上手に郷土料理に使ったりして，冬の間も食べ物に困らないよう

にしているんだね。 

 ・ なぜ，海の食材が只見の郷土料理に使われているのかな。 

 

○ 只見町に伝わる郷土料理を作る。○つ○コ  

 ・ 自分たちの育てた「もち米」を使って，笹巻きを作ってみよう。 

 ・ お祝い事でよく食べるもちを作ってみたい。もちつきをやってみてはどうだろうか。 

 ・ 冬の間によく食べられる，あめや甘酒を作ってみたいなあ。 

 ・ 只見町の郷土料理に詳しい人に教えてもらいながら，郷土料理を作ってみよう。 

 ・ 自分たちで作る只見町の郷土料理は，おいしいなあ。たくさんの人に，只見町の郷土料理のおいしさ

や良さを味わってほしいなあ。 

○ 今までの学習を想起し，

只見町の人は作った農産

物や特産物をどう生かし

てきたのかを，経験の中か

ら話し合う。○未○つ  

・ 作った米は，もちにしてお祝いの時

に食べているよ。 

・ わたしは，甘酒が好きだな。調べて

みたら，米で酒も作られていたよ。 

・ なぜ只見町の料理は，よく身欠きニ

シンが使われているのかなあ。 

・ マトンケバブは，只見町の新しい名

物にもなっているよ。 

・ 只見町の郷土料理についてもっと

知りたいな。 

教科と総合の関連の視点 

（吹き出しの色にて分類） 


